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このリリース・ノートは、リリース 2（9.2.0.1）で発行されたドキュメントの改訂です。

次のマニュアルは再発行されています。

部品番号部品番号部品番号部品番号 タイトルタイトルタイトルタイトル

J06272-01 Oracle Data Guard 概要および管理

J06322-01 Oracle Enterprise Manager 構成ガイド

J06325-01 Oracle Intelligent Agent ユーザーズ・ガイド

J06260-01 Oracle9i データベース移行ガイド

J06241-01 Oracle9i データベース新機能

J06248-01 Oracle9i データベース・パフォーマンス・チューニング・ガ

イドおよびリファレンス

J06256-01 Oracle9i データベース・リファレンス

J06254-01 Oracle9iNet Services 管理者ガイド

J06282-01 Oracle9iNet Services リファレンス・ガイド

J06275-01 Oracle9iReal Application Clusters セットアップおよび構成

J06261-01 Oracle9iSQL リファレンス

J06285-01 Oracle9iStreams

A96620-02 Oracle9iXML Database 開発者ガイド - Oracle XML DB
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このリリース・ノートには、次のドキュメントに関する修正が記載されています。

■ Oracle9i データベース管理者ガイド

■ Oracle9i データベース概要

■ Oracle9i PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス

■ Oracle Text リファレンス

■ バックアップとリカバリに関するドキュメント

参照参照参照参照 : リリース 9.2.0.2 の機能上の変更については、製品のリ
リース・ノートを参照してください。
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Oracle9i PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス
Oracle9iデータベース管理者ガイドデータベース管理者ガイドデータベース管理者ガイドデータベース管理者ガイド
これらは『Oracle9i データベース管理者ガイド』に関する修正です。

DISPATCHERS 初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ
このリリースでは、ALTER SYSTEM文の DISPATCHERS初期化パラメータに対して SCOPE句はサポー
トされません。第 2 章の初期化パラメータの管理に関するセクションでは、これに関する記述がありま
せん。

現在のインスタンスの DISPATCHERSパラメータを再構成するには、SCOPE句を入れずに ALTER 
SYSTEM SET DISPATCHERS文を発行します。新しい構成を永続化するには、データベースを起動する
前に、初期化パラメータ・ファイルで DISPATCHERSパラメータの設定を指定します。サーバ・パラ
メータ・ファイル（spfile）を使用してデータベースを起動している場合は、CREATE SPFILE文を発行
して、初期化パラメータ・ファイルから spfile を再作成する必要があります。

Oracle9iデータベース概要データベース概要データベース概要データベース概要
『Oracle9i データベース概要』の第 1 章にある「Oracle Internet File System」項は、このマニュアルでは掲
載されなくなりました。Oracle Internet File System は、Oracle9i データベース リリース 2（9.2）には含ま
れていません。

Oracle9i PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファパッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファパッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファパッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファ
レンスレンスレンスレンス

■ 第 8 章「DBMS_CAPTURE_ADM」にある STOP_CAPTUREプロシージャの forceパラメータに関す
る記述を、次と置き換えてください。

将来使用するために予約されています。現在のリリースでは、有効な BOOLEAN設定は無視されま
す。

■ 第 29 章「DBMS_LOGSTDBY」に記載されている INSTANTIATE_TABLEプロシージャのパラメータ
の順序が不適切です。適切なパラメータの順序は次のとおりです。

        DBMS_LOGSTDBY.INSTANTIATE_TABLE (
            schema_name  IN VARCHAR2,
            table_name   IN VARCHAR2,
            dblink       IN VARCHAR2);

ロジカル・スタンバイ・データベースは BLOB データ型をサポートしますが、
DBMS_LOGSTDBY.INSTANTIATE_TABLEプロシージャは BLOB データ型をサポートしません。

この記述では、DBMS_LOGSTDBYパッケージがスキーマおよび表の名前で大 / 小文字を区別する旨
の説明が必要です。DBMS_LOGSTDBYパッケージでスキーマおよび表の名前を使用する場合は、大
/ 小文字を正しく記述するように注意してください。たとえば、次の文は OE.TESTの変更をスキッ
プする SKIP プロシージャですが、不適切な構文と正しい構文を示します。

不適切な文 :

execute dbms_logstdby.skip('DML', 'oe', 'test', null);

名前が小文字で指定されているため、これらの列を更新するトランザクションはロジカル・スタン
バイ・データベースに適用されます。

適切な文 :

execute dbms_logstdby.skip('DML', 'OE', 'TEST', null);

参照参照参照参照 : 『Oracle9i データベース管理者ガイド 』

参照参照参照参照 : 『Oracle9i データベース概要』
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Oracle Text リファレンス
■ 第 72 章「DBMS_STREAMS」では、論理変更レコード（LCR）を SYS.Anydataキューから型指定
キューへ伝播するときに、ルールベースの変換で CONVERT_ANYDATA_TO_LCR_DDLファンクショ
ンおよび CONVERT_ANYDATA_TO_LCR_ROWファンクションを指定できると説明されています。し
かし、ルールベース変換はこのような伝播では現在サポートされていません。したがって、
SYS.AnyDataキューと型指定キューの間で LCR が伝播されるように構成するには、
DBMS_TRANSFORMパッケージで変換を指定する必要があります。

■ 第 108 章「論理変更レコードのタイプ」で、SYS.LCR$_ROW_RECORDタイプのメンバー・ファク
ション GET_LOB_INFORMATION、GET_VALUEおよび GET_VALUESに、新しいパラメータの
use_oldが追加されました。これらのメンバー・ファクションにおける use_oldパラメータの詳
細は、『Oracle9i Streams』の第 16 章、「その他の Streams 管理タスク」を参照してください。

Oracle Text リファレンスリファレンスリファレンスリファレンス
■ リリース 9.2 では、INPATH、HASPATHおよび CTX_DOC.HIGHLIGHT、CTX_DOC.MARKUPに関し

て、INPATHおよび HASPATHに対するハイライトがサポートされない旨の記述はありません。

リリース 9.2.0.2 ではこの制限はなくなりました。CTX_DOC.HIGHLIGHTおよび CTX_DOC.MARKUP
を使用して、INPATHおよび HASPATH演算子で問合せをされた XML ドキュメントをハイライトで
きます。詳細は、『Oracle9i XML Database Developer’s Guide - Oracle XML DB』の第 7 章を参照して
ください。

 バックアップとリカバリに関するドキュメントバックアップとリカバリに関するドキュメントバックアップとリカバリに関するドキュメントバックアップとリカバリに関するドキュメント
次は、『Oracle9i Recovery Manager リファレンス』に関する訂正です。

■ allocOperandListの BLKSIZEパラメータに関する記述で、BLKSIZEの値はデータベース初期
化パラメータ DB_BLOCK_SIZEの倍数である必要もあります。この制限は、バックアップされる
データファイルのブロック・サイズに関係なく、常に適用されます。

BLKSIZEを DB_BLOCK_SIZEの倍数以外の値に設定した場合、チャネルを割り当てようとすると
Recovery Manager がエラーを発行します。

■ BACKUPコマンドの例のセクションにある「差分増分バックアップの実行 : 例」では、ADD 
DATAFILEの後に新しいバックアップを作成するように指示されています。データファイルを追加
した後はレベル 0 バックアップを取る必要はありません。Recovery Manager はデータファイルの追
加を検出し、次に増分バックアップを取る場合は、直後に追加されたファイル以外のすべてのファ
イルに対しては増分バックアップを行い、追加されたファイルに対しては自動的にレベル 0 バック
アップを取ります。

次は、『Oracle9i Recovery Manager ユーザーズ・ガイド』に関する訂正です。

■ 第 5 章「概念 I: チャネル、バックアップおよびコピー」の「物理的なブロック破損の検出」には、
Recovery Manager ではすべての種類のブロック破損を検出できないような誤解を与える注意が含ま
れています。次の構成で実行すると、Recovery Manager は検出可能なすべての種類のブロック破損
を検出できます。

– 初期化パラメータ・ファイルで、DB_BLOCK_CHECKSUM=TRUEとセットします。

– Recovery Manager の BACKUPおよび RESTOREコマンドでは、MAXCORRUPTオプションは指定
しないでください。また、NOCHECKSUMオプションも指定しないでください。ただし、CHECK 
LOGICALオプションは指定します。

■ 第 5 章「概念 I: チャネル、バックアップおよびコピー」の「バックアップの保存方針」では、増分
バックアップに関する説明が不明確です。REPORT OBSOLETEおよび DELETE OBSOLETEコマンド
は、次の 2 つのステップで機能します。

– 保存方針（REDUNDANCYまたは RECOVERY WINDOWのいずれか）で不要とは定義されない、フ
ル・バックアップまたはレベル 0 バックアップ、あるいは各データファイルのコピーのうち、
最も古いものを識別します。これよりも古いフル・バックアップまたはレベル 0 バックアップ
はすべて不要になります。

参照参照参照参照 : 『Oracle9iPL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイ
プ・リファレンス』

参照参照参照参照 : 『Oracle Text リファレンス』
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バックアップとリカバリに関するドキュメント
– Recovery Manager は、不要と判断されないフル・バックアップの最古のものよりも古い、レベ
ル 1 以上のアーカイブ・ログおよび増分バックアップを不要と判断します。これらは、適用可
能なフル・バックアップまたはレベル 0 バックアップが存在しないために不要と判断されま
す。レベル 1 以上の増分バックアップはアーカイブ・ログと同様の機能を持つ（フル・バック
アップの時間が進む）ため、保存方針に関してはアーカイブ・ログとして扱われます。

参照参照参照参照 :

■ 『Oracle9iRecovery Manager リファレンス』

■ 『 Oracle9iRecovery Manager ユーザーズ・ガイド』
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バックアップとリカバリに関するドキュメント
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